
 

 

 

 

広島県商工労働局産業振興施策公募型プロポーザル選定員会 

（令和７年度「イノベーション・ハブ・ひろしま Camps」マネジメント業務） 

議　事　要　旨 

 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　令 和 ７ 年 ３ 月 ２ ８ 日 

イノベーション推進チーム 
 
 
「令和７年度『イノベーション・ハブ・ひろしま Camps』マネジメント業務」公募型プロポーザルについて、広島県商工労働局

産業振興施策公募型プロポーザル選定委員会（以下「産業振興部会」）での審査を踏まえ、次のとおり最優秀提案者を決定した。 

 
 

１　最優秀提案者 

【選定理由】 

産業振興部会において、予め設定した審査基準に基づき、応募者から提出された提案書、プレゼンテーション、質疑応答の

内容について審査を行った。その結果、重点項目とした「業務実績」や「スタッフの適正」において、 

①豊富な実績に基づく確かな運営力と過去の事例に基づくアプローチが期待できること 

②相当の経験とスキルに加えて、層の厚いスタッフによる多様性ある対応が期待できること 

③全体として十分な志、熱意はあると思われること 

などの観点から、当該提案が最も優れていると評価された。 
 

 
候 補 者 株式会社エル・ティー・エス

 
代 表 者 代表取締役社長 CEO　樺島　弘明

 
住 所 東京都港区元赤坂１丁目 3-13 赤坂センタービルディング 14Ｆ

 
契 約 期 間 令和７年４月１日～令和８年３月３１日

 
申 請 提 案 額 ３２，２００，０００円（予定）



２　会議の概要 

 

３　応募者（順番は提案書提出順） 

 

４　「令和７年度『イノベーション・ハブ・ひろしま Camps』マネジメント業務」公募型プロポーザル候補者選定状況 

（１）広島県商工労働局産業振興施策公募型プロポーザル選定委員会 

 

 

（２）審査基準及び結果等 

「イノベーション・ハブ・ひろしまＣａｍｐｓ」が常設拠点である点に鑑み、そのマネジメントを行う本業務においては、

年間を通じて継続的かつ安定的に、利用者にハード・ソフトの両面からイノベーションの創発を促す環境を提供する体制を有

することが重要であるという観点のもと、審査項目の中でもとりわけ「業務実績」「スタッフの適正」に重点をおいて審査を

 
開 催 日 時 令和７年３月３日(月)　13:50-15:00

 
開 催 場 所 オンライン(ZOOM)

 
議 題

「令和７年度『イノベーション・ハブ・ひろしま Camps』マネジメント業務」の公募型プロポーザ

ル審査

 
応　　募　　者　　名 所　　在　　地 代　表　者　名

 
A 株式会社エル・ティー・エス

東京都港区元赤坂１丁目 3-13 

赤坂センタービルディング 14Ｆ
樺島　弘明

 
委

員　

長

川野　真澄（広島県商工労働局イノベーション環境整備担当部長）

 

委　

員

門永　吉章（広島県商工労働局イノベーション推進チーム担当課長（イノベーション環境整備）） 

崎本　龍司（広島県商工労働局イノベーション推進チーム担当課長（地域産業デジタル化推進）） 

横田　晋一（広島県地域政策局中山間地域振興課課長） 

大内　貞夫（公益財団法人ひろしま産業振興機構常務理事）



行った。各項目の評価については、次のとおり。 

 

 事  業  者  名 審査内容
 A 株式会社エル・ティー・エス ２．業務実績 

○ 同種業務の経験や知見が豊富であり、本業務を確実かつ効果的に遂行する実績や

ノウハウを有すること 

・過去の実績やノウハウが豊富で、数年の受託経験に基づく確かな運営力が評価され

た。 

 

４．運営手法 

【取組内容】 

○ Camps 会員間の交流・連携を促進するとともに、潜在的な顧客に向けて認知を高

め訪問を促し、Camps のコミュニティの拡大に資する効果的な取組が提案されてい

ること 

・コミュニティ体制の強化が図られ、課題であった活性化や質の高い支援への期待が

評価された。 

 

○ ビジネス・ソーシャル両面において、多様な課題を抱える訪問者の事業フェーズや

支援ニーズに即した適切なサポートができる取組が提案されていること 

・多様な領域での知見を活かし、訪問者ごとのニーズに応じた柔軟な対応が可能であ

る点が評価された。 

 

【独自の提案】 

○ 本業務の効果を高める独自の取組が積極的に提案されていること 

・新たな提案等にこれまでと大きな差異が見られず不安視された。 

 



 ５．スタッフの適正 

【専門性】 

○ 起業や創業、新規事業開発、社会課題解決、オープンイノベーション、コミュニテ

ィ運営のいずれかに関する知識や経験を有し、ビジネス・ソーシャル両面の多様な訪

問者の新たな挑戦を適切にサポートできること 

・豊富な経験やスキルなど、配置されるスタッフのもつ多様性が評価された。 

 

【志・熱意】 

○ Camps のあるべき姿に共感し、その実現に向け、十分な志や熱意、挑戦意欲を有

していること 

・Camps の理念を理解し、熱意を持ち主体的に挑戦を後押しする姿勢が評価された。 

 

【保有ネットワーク】 

○ 訪問者のニーズに応じ、訪問者と Camps 内外のコミュニティとのつながりを形成

できるだけの多様な人脈を保有していること 

・幅広いネットワークを活用したつながり等の有益な関係構築が期待される。 


